






返済額が変わらなくて
も、金利がアップすると、
返済額に占める元金の
割合が減り元金残高の
減り方が遅くなる。

さらに金利がアップする
と元金が全く減らない、
さらには払うべき利息
が返済額を上回ること
もある。

返済額を見直す場合、金利がいくら上がっ
ても、返済額は変更前の返済額の1.25倍
が限度となるので、支払うべき利息が変更
後の返済額を超え、継続して未払利息が
発生する可能性がある。
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